
（別紙３）

～ 2024年　9月　17日

（対象者数） 33 （回答者数）
22

～ 2024年　9月　30日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・倉庫など児童が立ち入れない様にカーテンで仕切るなど工

夫しているが、より危険がない様に改善したい。

2

・指導員間でトレーニング考案の話し合いを行い新しいプロ

グラムを入れていく。

3

・ＳＮＳのフォロワー数を増やす等、認知してもらえるよう

発信を強化する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

業務改善と人員を確保し、曜日に関わらず研修が受けられる

体制を考えていきます。

2

・地域のイベントに参加できるよう情報収集を行っていきま

す。また、どの様な形であれば地域住民を招いたイベントが

開催できるか検討してまいります。

3

・保護者アンケートを実施する等し、利用者の意見も取り入

れながら検討してまいります。

・安全マニュアルを作成するなど、地域住民が参加でき津体

制を検討していきます。

生活空間が、こどもにわかりやすく構造化された環境になって

いる。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ

リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切に行っている。

・施設内はバリアフリーになっています。

・トレーニング内容が理解しやすいように文字だけでなくイラ

ストも用いて掲示しています。

活動プログラムが固定化しないよう工夫している。 ・会社で決められた年間テーマに沿ってトレーニング内容を考

えているため、プログラムが固定されないよう工夫されていま

す。

・季節に合わせたトレーニング内容の考案と、年間の安全教育

が計画されており、プログラムが固定化されないようになって

います。

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや

保護者に対して発信している。

・毎月発行しているお便りをおしゃれに工夫し、保護者に見た

いと感じてもらえるようにしています。

・ＳＮＳを毎日ＵＰしています。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営ができていない。

・お祭イベントや見学会を行う等事業所紹介を行っても良いか

とは考え提案するが、安全面と個人情報の観点から不特定多数

の地域住民を招待する事が難しい現状です。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の児童発達支援センターとの連携を図っているが、必要等

に応じてスーパーバイズや助言を受ける機会を設けられていな

い。

・土曜日に行われる研修については勤務調整が出来ていない状

況で、受講したい研修を受けられない状況です。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会を施設としては設けられていません。

・地域のイベントに参加できるよう、情報を集めていますが、

現状実施できていません。地域の子供を招待したイベントが開

催できないか検討中です。

2024年　9月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　10月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラスおかば教室

○保護者評価実施期間
2024年　8月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


